
農業現場のギャップをＧＡＰで解消！！
ＧＡＰを知ってもらうことから、経営に取り入れてもらうまでの取り組み

～管内全域～ 広域（情報・クリーン・有機）

１ 課題設定の背景

２ 活動の内容

平成29年～30年度 令和元年～２年度

ＧＡＰって

何？

ＧＡＰを経営に

取り入れたい

ＧＡＰについて理解を深めてもらう。 ＧＡＰ認証支援やＧＡＰの手法を取り入れる。

持続性確保、競争力強化、品質向上など経

営改善や効率化が図られるとともに、消費者

や取引業者との信頼確保が期待されることが

理解されてきた。

農産物輸出や東京オリンピック・パ

ラリンピックを契機としてＧＡＰ推進

が求めらるようになった。しかし、Ｇ

ＡＰの認知度は低い。

（１）講習会、視察研修会等の開催（平成29年～30年度）

（２）ＪＧＡＰ認証を目指す農業者に対する支援（令和元年～２年度）
①ＪＧＡＰ認証志向農業法人（江別市Ｔ農場）

優良事例視察研修、

etc・・・

ＧＡＰの手法を活用

した農作業安全

記帳手法の効率化と

記帳結果の活用

事前点検の実施

「ＧＡＰ認証支援サービス」を活用し、コロナ禍でもデ

ータのやりとりなどをＷｅｂで確認し、スムーズに作業

を進めた。

ＧＡＰ認証に向け現状確認・改善項目の整理



３ 活動の成果

４ 今後の対応

（１）講習会、視察研修会等の参加者に行ったＧＡＰに対する認知度調査では、平成29年度に比
べ平成30年度では、ＧＡＰ本来の目的のひとつである「経営の改善に効果がある」と理解さ
れている割合がアップした。

（２）ＪＧＡＰ認証を目指す法人は12月に認証を取得し、青年農業者組織会員３名が作業場
の整理整頓など行動を開始し始めました。
①ＪＧＡＰ認証志向農業法人（江別市Ｔ農場）

②青年農業者組織（江別市 I'm fine）

ＪＧＡＰ認証審査

ＧＡＰの意味が

分かってきまし

た！

取り組み状況の確認

ＪＧＡＰ認証を

取得できました！

ＪＧＡＰの一部を

取り入れてみました！

整理・整頓により作業場の

効率化が計られました。

審査員による書類の確認や作業場の確認が行われましたが、

事前準備をしっかりしていたので、無事に乗り切れました。

不要品の整理はやって良か

った！今後も継続したい！

②青年農業者組織（江別市 I'm fine）

ＧＡＰ先進事例視察・調査

ＧＡＰの考え方を自分の農場に取り入れたい

ＧＡＰ概論等についての研修

・ＧＡＰ担当者と連携し、農業者へのＧＡＰの理解促進（現地研修会の開催等）。
・ＧＡＰ認証を目指す農業者への支援。
・ＧＡＰの一部取り入れを希望する農業者への支援。

表３　ＧＡＰに対する認知度調査

質問内容 回答 平成２９年度 平成３０年度 差

経営の改善に効果

があると思います

か？

はい ７３％ ９４％ ＋２１％

いいえ ２３％ ６％ －１７％

不明 ４％ ０％ －４％

農産物のブランド

化につながると思

いますか？

はい ４３％ ３１％ －１２％

いいえ ５４％ ６９％ ＋１５％

不明 ３％ ０％ －３％


